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教育委員会会議 平成２６年４月定例会 会議録 
 
 
（14：00） 

1．開 会 

            

2．委員長あいさつ 

            

3．会議録の署名者の件について 

津山市教育委員会会議規則第15条2項の規定による。 

 

4．前会会議録の承認 

全員賛成 
 

非公開事案の採決 

 議事の前に、6.議事(1)議案①から⑥は津山市教育委員会会議規則第13条第1項の規定に該当するとし

て、以上6件の非公開を全員一致で可決承認。 

 

5．教育長等の報告 

今回は該当なし。 

 
6．議事 

（2）協議 

 ①津山市いじめ問題対策基本方針について（学校教育課） 

 概要説明 

 本日の資料が、これまで教育委員会協議会で頂いたご意見及び昨日開催した津山市いじめ問題対策基本

方針策定懇談会でのご意見を盛込んだ最新版。基本方針については、国の「いじめ防止等のための基本

的な方針」に基づき、岡山県が作成した「岡山県いじめ問題対策基本方針」を参酌しながら「津山市い

じめ問題対策基本方針」（以下「津山市基本方針」という）を作成している。基本的には、岡山県が行

う施策についても市町村教育委員会及び学校も同様に取組んでいく。 

この「津山市基本方針」では、いじめの防止等の取組を市全体で円滑に進めていくことを目指し、取組

についても県の方針を参酌しながら、すべての子どもの健全育成及びいじめのない社会の実現を方針の

柱としている。いじめ問題への対策に関する基本理念には「いじめを防止するには、特定の子どもや特

定の立場の人だけの問題とせず、広く社会で真剣に取り組む必要がある。」とのこと等 4項目を設けて

いる。 

いじめ問題の対策のために津山市が実施する施策としては、教育委員会に「津山市いじめ問題対策連絡

協議会」（以下「連絡協議会」という。）を設置し、いじめ防止に係る施策や指針について検討する。こ

の連絡協議会は、学識経験者、学校、教育委員会、児童相談所、地方法務局、警察、ＰＴＡ、その他必

要と認められる関係機関等の代表者により構成する。また、教育委員会は、連絡協議会との円滑な連携

の下に、学校におけるいじめの防止等のための対策を実効的に行うために、教育委員会の付属機関とし

て、「津山市いじめ問題専門委員会（以下「専門委員会」という。）を設置する。専門委員会には、学識

経験者、弁護士、心理や福祉の専門家などの専門的な知識及び経験を有する第三者等の参加を図り、公

平性・中立性が確保されるように努める。 

学校は、国や岡山県並びに津山市の基本方針を参酌し、自校におけるいじめ防止等の取組について基本

的な方向、取組の内容等を「学校いじめ問題対策基本方針」として定める。また、学校は、当該校の複

数の教職員に加え、心理や福祉の専門家によって構成される「いじめ問題対策委員会」を組織し、いじ

めが起きた場合の組織的な対応や、いじめ防止等についての取組の検証、改善等を行う。その他に学校

は、いじめ防止等に資する児童生徒の自主的な企画及び運営による活動を行うため、児童会、生徒会に

よる、児童生徒いじめ問題対策委員会（以下「対策委員会」という。）・会議を開催する。対策委員会・

会議は、主体的、自治的な活動の中で、いじめ防止等についての取組を企画立案し、実施することで、

児童生徒自らの力でいじめ問題の撲滅を図ることを目指すもの。 

最後に、重大事態への対処としては、国の方針に則って、重大事態の報告や、調査のための組織を設け
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ること、調査結果の提供及び報告という観点から学校又は、教育委員会は、いじめを受けた児童生徒や

その保護者に対して、調査によって明らかになった事実関係について説明すること等を定めている。 

また、市長は、教育委員会又は学校が行った調査の結果について、必要があると認めるときは、付属機

関を設けて調査を行う等の方法により、再調査を行うことができることも定めている。 

なお、昨日開催した津山市いじめ問題対策基本方針策定懇談会でのご意見・ご質問は資料のとおり。（資

料について個々に説明） 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

(3)報告 

①執行体制（平成26年４月１日現在）について（各課） 

概要説明 

各課分を一括して説明。平成 26年度の教育委員会の執行体制は資料のとおり。主な変更点は、阿波小

学校が閉校したため、小学校は27校となったこと。 

 

②平成26年度の事業予定及び継続事業の状況報告について（学校施設課） 

概要説明 

学校施設耐震化事業の中で、平成 25年度から引続き行っている耐震化事業は、小学校 4校、中学校 4

校である。工事完了の時期については、中学校が概ね12月、小学校は概ね9月に完了の予定。ただし、

鶴山小学校は 2月完了予定。現在のところ各事業とも順調に進んでいる。また、平成 26年度は耐震化

事業の最終年度であり、本年度の新規事業としては、弥生小学校及び高倉小学校の校舎並びに院庄小学

校屋内運動場の工事が予定されており、6月末までには全工事の請負業者が決定するよう調整を行って

いる。完成は平成 26年度内を予定している。なお、今年度をもって、小中学校の物件に係る耐震・大

規模改修事業は100％完了することとなる。 

 

 ③平成25年度事故報告一覧について（学校教育課） 

概要説明 

平成26年度の小・中学校関係の月別の事故報告について、区分を「学校・教職員関係」「その他（けが・

被害等）」「児童生徒の交通事故関係」「児童生徒の問題行動」の4つに分けて、平成24・25年度の月別

の発生件数を報告。この 2年間を通してみると、1学期に児童生徒の問題行動や交通事故等すべての項

目について発生件数が多くなっている。また、教職員の交通事故報告件数については、平成23・24・25

年度の月別の発生件数を報告。全体的な傾向としては、4月当初と夏休みに入る前の 7月と終った後の

9月並びに天候の影響等により1月、2月について事故の発生が多い。 

  

 ④平成26年度小中学校管理職等名簿及び児童生徒数・学級数（速報値）について（学校教育課） 

 概要説明 

 平成 26年度小・中学校管理職、主幹教諭、指導教諭は資料名簿のとおり。また、入学式が終わった時

点での児童生徒数・学級数・職員配置状況及び学級数は資料のとおり。35人学級編制について、小学校

では、市独自の学級編制の弾力化により実施している。 

 

⑤津山西中学校教諭の酒気帯び運転について（学校教育課） 

概要説明 

平成 26年 4月 20日（日）の 2時 12分、津山市立西中学校に勤務する教諭が酒気帯び運転で警察に逮

捕された。経緯については資料のとおり。この事案を受けて、20日 18時 30分からＰＴＡ三役会と 20

時から臨時職員会議を開催し、21日（月）の1校時に生徒集会及び19時30分から全校保護者会を開催

した。教育委員会の対応としては 21日に臨時校長会議を開催し、再発防止に向けて注意喚起し、校内

研修を実施するよう指示をした。報道関係へは教育長の見解を20日に発表した。 

 

 ⑥異物混入による給食緊急中止の連絡について（保健給食課） 

概要説明 

平成 26年 3月、学校給食に異物が混入したことに伴い、児童・生徒の健康に重大な悪影響を及ぼす恐

れがある場合、緊急に学校給食の喫食を中止しなければならないことがある。昨年度も2件の緊急中止

を行っている。この度、その緊急連絡方法についてシミュレーションを実施したので、報告するもの。

電話連絡、FAX、電子メールによる連絡方法を試みたところ、伝達から伝達完了確認までの時間等から、
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最も有効と考えられる緊急連絡方法は電話連絡であった。ただし、学校への電話連絡に要した時間が11

分であったことから改善の余地がある為、対応する電話機の台数を増やし、学校教育課とも協力しなが

ら各学校へ一斉に電話連絡し、伝達時間の短縮ができるよう改善していく。 

 

 ⑦津山市公民館活動推進協議会委員の委嘱について(生涯学習課） 

 概要説明 

津山市公民館条例施行規則第2条の3及び津山市公民館活動推進協議会設置要領に基づき、津山市公民

館活動推進協議会委員329名を委嘱したので報告する。委嘱期間は平成26年4月1日から平成28年3

月 31日まで。今回は、任期満了による一斉改選であるが、各地域の団体等の役員の改選時期により、

まだ、候補者が決定していない委員については、決定次第、順次、委嘱し、報告する予定。 

 

⑧「子どもたちの現状から考える家庭教育支援の在り方」について（生涯学習課） 

概要説明 

「子どもたちの現状から考える家庭教育支援の在り方」について、社会教育委員が報告するもの。社会

教育委員の職務は、社会教育法第 17条において、①教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること、②

社会教育に関して意見を述べることと規定されています。今回の報告書は、社会教育委員が、子どもた

ちの現状から考える家庭教育支援の在り方を自主的に調査・研究した結果に基づく意見を報告書として

まとめたもの。内容としては、アンケート結果を分析した結果、家庭教育をより良いものとするために、

次の４点を柱とした施策が必要であること及びそのための取り組み例が報告されている。生涯学習部は

勿論のこと、教育委員会としても、今後の教育施策の参考として役立てていただきたい。 

①積極的な「親育ち」支援と家庭教育支援につながる地域の体制づくり 

②子どもや保護者の課題や実情を踏まえ、地域で適切な支援や指導を行うことができる体制づくりと、 

それを進めるコーディネーターや指導者の養成 

③「つながり格差」を解消する地域のつながりづくり 

④子どものコミュニケーション力向上と学力向上の取り組み 

 

 

（非公開） 
削除 

 

 

7.その他   

(1)各課からのお知らせ  

①津山加茂郷フルマラソンの結果について（スポーツ課） 

概要説明 

4月20日に第22回津山加茂郷フルマラソン全国大会が開催された。フルマラソンでは、年代別6部門

に 1,411人が参加し、高低差 300メートルのコースに挑戦し、1,245人が完走された。ミニマラソンは

3部門に 317人の参加があった。全国から参加されたランナーは、それぞれのペースで楽しく走られて

いた。関係者の皆様にはお世話になりました。 

            

（2）次回定例会の開催について 

教育委員会会議5月定例会を、平成26年5月27日（火）午後2時から開催。 

全員賛成により決定。 
 
8.閉会 

(15：40) 

 

 

          

 


